
８５．検査に要した時間の推移 

 

 外来患者における血液や尿などのスクリーニング、モニタリング的に実施される検体検査

の結果提出時間の短縮は、サービス向上は元より質の高い医療の提供には必須の条件である。

近年、分析装置の性能向上も寄与するところはあるが、臨床検査部の改善努力により、報告

時間は年々短縮傾向にある。また、採血行為自体の待ち時間の改善は、待合案内システムの

導入等を進め改善はしているが、一時的な患者の集中による混雑など今後の課題である。 

 業務運用改善による報告時間の短縮は、分析反応時間を考慮すると現時点においてほぼ限

界に近い状態にあり、今後は、分析装置の更なる性能向上や検体の搬送運搬などソフト面の

改善も含め更なるサービス向上を進める必要がある。 

 

データ提供 臨床検査部 
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

（分） 貧血検査（血球数算定検査：CBC）

糖尿検査（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1ｃ：ＨｂＡ1ｃ）

凝固機能検査（ﾌﾟﾛﾄﾛﾝﾋﾞﾝ時間：PT）

尿検査（尿中沈渣）

化学検査（血清総蛋白：TP）

免疫検査（甲状腺刺激ﾎﾙﾓﾝ：TSH）


